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前回例会の報告 
2004 年 10 月 22 日(金)第 1171 回例会 

卓  話「ガバナー公式訪問｣ 
ｶﾞﾊﾞﾅｰ 中島治一郎様 

｢第２回クラブアッセンブリー｣

 

今週の歌 ｢それでこそロータリー｣ 

「ちいさい秋みつけた」 

 

 

お客様の紹介 

ガバナー   中島治一郎様 

ガバナー補佐 万代恒美様 

泉大津ＲＣ  榎本善夫様 

米山奨学生  鄭錦華様 

 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 
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例会場 〒590-0073 堺市南向陽町 2-2-25 ホテル第一堺 

例会日 毎週金曜日 12 時 30 分 Tel.(072)227-1000 

事務所 ホテル第一堺内  Tel.(072)223-4777 Fax.(072)223-6519 

 E-mail：snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第 2640 地区) 中島治一郎 

ガバナー事務所ＨＰ  ： http://www.rid2640g.org/nakajima/ 

       E-mail ： info@ri2640d.jp 

会長：山野俊一  幹事：鷺岡眞人  会報委員長：池田茂雄  編集者：綿谷伸一 

2004 年 10 月 29 日 第 1171 号

姉妹クラブ 

第 3690 地区 

南仁川ＲＣ 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

2004 年 10 月 29 日(金) 

第 1172 回例会（今年度第 17 回） 

 
卓  話「手づくりの週報」 
 

     池田茂雄 会員 
 

今週の歌 ｢それでこそロータリー｣ 

「ぞうさん」 

 

お客様の紹介・出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

2004 年 11 月 5 日(金) 
第 1173 回例会 

 
卓話「ロータリー財団月間」 
     河井要祐 委員長 

2004～2005 年度 国際ロータリーのテーマ 

ロータリーを祝おう －100 年のあゆみ－ 
国際ロータリー会長 グレン Ｅ.エステス Ｓr. 

＜10 月 22 日の出席報告＞ 

会員数   42 名 

出席会員     27 名 

欠席会員     15 名 

ゲスト    3 名 

ビジター      1 名 

10 月 1 日の出席率   86.21％

 
１０月はロータリー 

職業奉仕月間・米山月間
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「ガバナー公式訪問」 

RI第2640地区 ガバナー 中島治一郎様 

 
 私、1986～7年
に当地区のガバナ

ーを努めておりま

して、今回 18 年
ぶりに再登場させ

て頂いております。

ガバナー補佐の方

が来られまして、このところ３年間、ガバナー

が来られない「公式訪問」が続いたので、ガバ

ナーと久しぶりに会う公式訪問もよいのではと

歓迎を頂いており喜んでおります。堺北クラブ

に寄せて頂いて先程 30 分ばかり、会長さん、
幹事さんとの懇談会を致しました。会長さんか

ら開口一番、次のようなお話がありました。「ロ

ータリーはアメリカに本部があって、アメリカ

政府が世界にいろいろなことを押しつけるよう

に、ロータリーも「エバンストン」からいろい

ろ押しつけるというのは良くない。日本には日

本独自の文化があり、日本の考えを取り入れた

運営をやって頂きたい」とのリクエストがあり

ました。私も、その通りだとお答えしました。 
 皆さんお気づきかどうか、「R-O-T-A-R-Y」と

言う歌の歌詞の中に「North to South．From East 

to west」と言う部分があります。アメリカでは

私達が「東西南北」と呼んでいるのを「北南東

西」と呼んでいるんです。北が一番でして、私

達には考えにくいことであります。彼等にとっ

ては「東西南北」は考えられないことです。私

達は太陽が昇る東から始まるのが当たり前と思

っておりますが、あちらは航海で発展してきた

国ですので、「北」が、先ず、一番なのでありま

す。磁石は「北」を向いているではないかと言

うことです。このように、これ一つをとりまし

ても彼等の考え方の基盤は、私達の考え方と相

違しているのであります。どこかでの調整が必

要です。アメリカのロータリーをそのまま日本

で適用しようと思ってもうまく行かないと、私

も思っております。 

 今年６月、シカゴで「規定審議会」が開かれ

ました。そこで諮られた案件の一つに、私達が

大切にしておりますモットーとして「最も良く

奉仕する者は、最も多く報いられる」と言うの

がありますが、英語では「He Profits Most Who 

Serves Best」と言います。この中に「he」と
言う文字がありますが、これは男性主語であり、

いけないと女性代議員から駄目がでました。そ

こで、いろいろと議論され、「he（彼）」ではな
くて、「our（私達の）」とか「they（皆んなの）」
が提案され、その結果「they」が採用されまし
た。すると、日本の代議員から、それは困ると

の意見が出されました。「they」は複数語であ
り、私達は過去に「アイ・サーブ・I serve」と
言うことを強く主張してきた。これには背景が

あって、私達の奉仕と言うのは「一人一人の心

のこもった奉仕」を大切にしようと言うことで

す。心のこもった奉仕であるから奉仕している

人の人格の向上を期待することが出来るのであ

って、どうしても複数語は駄目だと提案したの

であります。しかし乍ら、これは全然相手にし

てもらえなかったのであります。「アイ・サーブ」

とか「ウィー・サーブ・we serve」と言ってい
るが、あれは何だといった感じで受け取られて

しまいました。一般のロータリアンの間の議論

ではなくて、代議員の間の議論としても、もは

や「アイ・サーブ」とか「ウィー・サーブ」は

議論にならなくなっています。「ロータリー」と

「ライオンズ」との差は何かと言われたときに、

私達は「アイ・サーブ」と言うことで、一人一

人の心のこもった奉仕を大切にしてきたことで

あります。そこには人づくりに取り組もうとす

る真剣な思いがあったのであります。「ウィー・

サーブ」を看板に掲げてスタートした「ライオ

ンズ」と大きく違っているところであります。

今や、このことが議論にならなくなってきたの

であります。日本からの代議員が盛んに主張し

たのでありますが、グレンＥ.エステスＲＩ会長
はじめ理事の皆さんもまあいいじゃないか、日

本語ではどうなっているんですか、と聞かれた

のであります。日本語には主語がないんです。

「最も良く奉仕する者は、最も多く報いられる」、

「he」も「our」も「they」もないんです。と

卓 話 
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言ったら、それなら論争にならなくてうまく行

くではないですか。日本の皆さんは「私」と思

っておられたらよいではないですかと言われま

した。私達は、これからも一人一人の心のこも

った奉仕を大切にして行きたいと思っておりま

す。 
 現在、英国では「地方分権」と言う考え方で

英国のための別の組織がありますが、ＲＩも恐

れているのであります。これが広がっては困る

と言うことで、英国方式も考えなければと言わ

れております。アメリカ方式を押しつけるのは

良くないと言うことで気遣いをしているところ

であります。このように、18 年前と現在では、
ロータリーのあり方とか、考え方も変化してき

ております。「人づくり」はロータリーにとって

重要な考え方でありますが、あまりそのような

ことにはこだわらない方向で進んでおります。

しかし乍ら、このような肝心なことはよく話し

合っていかなければ駄目です。ロータリーのあ

り方は、国によって運営の方法は違ってもよい

が、いわゆる哲学に近い根本的な考え方につい

ては、変わりがあってはならないのではと思っ

ております。日本が一番真面目に本道を歩んで

いるなと言う感じが致します。日本が模範を示

すべき時ではないかなと思うわけです。 
 グレンＥ.エステス会長は、今年は100周年の
年ですが、過去の100年を振り返り、最初の「４
人」から「120万人」になったのだから、かな
り良いところも沢山あるでしょう。どういうと

ころが良いところなのか、どこが悪いところな

のかを反省して、悪いところは直し、良いとこ

ろは伸長させるように、きちっとロータリーの

「かたち」を決めて新しい世紀に向けて踏み出

そうではないか。そういう「かたち」が定まっ

たところで今年を振り返って、この100周年は
良い年であったなと皆で祝いましょうと提案し

ておられます。 
 今年２月に「国際協議会」が開催されました。

「次期ＲＩ会長」が「次期ガバナー」を集めま

して、１週間勉強会を開くわけでございます。

ＲＩのことについて、「四大奉仕」はもちろんの

こと、あらゆる事柄につき、討議や質疑応答な

ど盛んにやります。次期ガバナーが、それぞれ

自分の地区ではロータリーのことを一番よく分

かっている、少なくとも自分は次期ＲＩ会長の

方針については一番よく分かっていると自信を

持って、地区へ帰ってもらうような仕組みが国

際協議会であります。アメリカは、このような

仕組みは非常に上手でありまして、マニュアル

の作成、セミナー形式などうまく仕上げで参加

者が納得できるように進めていきます。18年前
のＲＩは、三角形の頂点にいる会長がリーダー

シップを発揮し、それをガバナーが地区に持ち

帰って受け継ぎをすると言うやり方をしていま

した。それが完全に覆ってきました。このとこ

ろのＲＩ会長は続けて「草の根運動」を推進し

ておられます。ＲＩの組織は、逆三角形であっ

て各クラブが上で活躍する、それを支えるのが

ＲＩの会長であり理事であり、又、ガバナーで

あると言うことです。各クラブとその会員が活

性化されて、はじめて組織が活性化するのであ

ります。３年前の「ビチャイ・ラタクル会長」

が「草の根運動」を提唱されました。とても立

派な人格者であります。その翌年、「ジョナサン

Ｂ.マジィアベ氏」がＲＩ会長となられ、そして
今年、「グレンＥ.エステス氏」が会長になられ
ました。皆さん、同じ考え方を踏襲すると言っ

ておられます。 
 今年度のグレンＥ.エステスＲＩ会長から各
クラブに次の事をお願いして欲しいと頼まれま

した。これは、重要事項でございます。 
 先ず、第一番目が「会員増強」でございます。

120万人会員の会長になられましたので、同志
が増えることを唱えられるのは当然のことであ

ります。私自身は、会員増強という言葉をあま

り好みません。と申しますのは過去においては、

今年度は純増何パーセントを目標にしたいとい

った上からの押しつけで行われていました。私

は良い印象を持っておりません。従って、今年

度は会員増強委員会を作りませんでした。会員

増強の問題は、各クラブがどういう姿であるべ

きかなど、それぞれのクラブで考えるものであ

って、その中で増やすのか、今のままで行くの

かを真剣に討議して決めて頂きたいと言うこと

であります。もう少し増やさないと力が出ない

なあと言うことになった時に、どのように増や
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すのかをクラブで考えて頂きたい。そして、そ

ういうノウハウについて分からないことがあれ

ば相談して頂きたい。そして、皆さん自身が定

めた目標に向かって、全員参加で努力して頂き

たい。これがあるべき姿であると私は思ってお

ります。 
さて、今、世界で一番会員を増やしているの

は「ドイツ」であり、一番減らしているのは「日

本」であります。経済の力、国民性、ものの考

え方など、よく似た二つの国が、片方は増える、

片方は減る、まったく正反対の結果が出ており

ます。しかも、「ドイツの増加は世界一」であり、

「日本の減少も世界一」であります。なぜでし

ょうか。考える必要があります。ドイツはルー

ルを非常に厳しく運用している国であります。

ＲＩは、ここ 10 年間あまり、ルールをゆるめ
っぱなしであります。「一業種一人」はポール・

ハリスが４人でスタートした時から堅持してい

る大切なルールであります。今では５人までよ

いとなったわけです。これでは、従来のような

業界の代表と言う意識が薄れてしまいます。又、

メークアップにつきましても、以前は「前後２

週間」でしたが、「今では前後４週間」となりま

した。テリトリーも非常にゆるんでおります。

このようになった目的は、会員を増やすためで

あります。ドイツは、これを聞き入れなかった。

しかも、入会金を厳しくした。入会しにくいク

ラブには、入りたくなる、退会者が出なくなる

ものであります。ルールをゆるめたことにより

誇りを失いつつあります。この誇りを取り戻す

ことの必要を感じます。 
２番目は、「ロータリー財団」についてであり

ます。グレンＥ.エステス会長はロータリー財団
に対して支援の要請をしておられますが、これ

は「寄付」を言っておられるわけではありませ

ん。私達ロータリアンが国際奉仕をやり易くす

るためにロータリー財団があり、そこには沢山

のプログラムが用意されております。そのこと

を皆さんに先ず、認識してもらいたいと言うの

がＲＩ会長のお願いでございます。そして、良

いプログラムがあると言うことを認識して頂く

だけではなくて、それを活用することを皆さん

に勧めて頂きたいと言うことであります。財団

には国際親善奨学生と言うすばらしいプログラ

ムがあります。私共の地区では毎年 15 名前後
の奨学生を送り出しております。最近の傾向と

しては女性の方ばかりで、男性は、１～２名で

す。そして、ほとんどが文科系であります。財

団を意義あらしめるためには、もっと男性が参

加して理科系で優秀な成績をあげ帰国してほし

い。皆さんがそう思われるなら、もっと財団プ

ログラムを活用して頂きたい。自分達の地域社

会から優秀な候補者を出して頂きたい。これ以

外、このプログラムを活用する方法はないので

あります。地元の学校を訪問して、優秀な候補

者を探す努力をして欲しい。熱意があり外国に

行って、もっともっと勉強したいと言う学生は

きっといるはずです。先ず「寄付ありき」では

なくて、先ず「プログラムありき」であります。

それを生かすことが大事であると言う認識をし

て頂きたい。 
三番目が「ポリオ」でございますが、時間が

なくなりました。又、米山奨学会についてもお

話をしたいのでありますが、のちほどの協議会

の中でお話ししたいと思います。ご静聴有り難

うございました。 
 

   

 

山野俊一 会長 

台風23号は九州から四国、近畿から本土を縦

断、またまた各地に多大な被害をもたらしまし

た。不幸にも災害で亡くなられた方々には心よ

り哀悼の念を、又、被災にあわれた方々に心か

らお見舞いを申し上げます。今年は地震と台風

で、特に関西に大きな被害をもたらしました。

プロ野球の近鉄とオリックスとの合併、ダイエ

ーの整理など、それでなくとも景気の低迷して

いる関西においては、大変な年。もちろんロー

タリーの運営も厳しいものがあります。世界情

勢も不安な情勢です。こんなときに、本日はガ

バナーをお迎えしました。貴重なお話しをいた

だけるものと思います。どうか皆さん真剣に拝

聴お願いします。 

会長の時間 
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 あるこう会  

城岡陽志 代表世話人 

当初、10 月 31 日(日)に実施予定の『武田尾

温泉ハイキング』ですが、メンバー各位の急用

等で欠席者が多く、又、紅葉シーズンには少し

早いこともあり、急きょ11月23日(火)＜勤労

感謝の日＞に変更致します。再度、参加の程、

お願い申し上げます。 

 

 

 

(1) 他クラブ例会変更 
① 堺泉ヶ丘ロータリークラブ 

11月9日(火) →11月14日(日) 
    於・堺市役所 南支所 

 南区域ふれあいまつり 
② 堺東南ロータリークラブ 

11月11日(木)→同日 12:00～  
於・泉北高速鉄道 駅前 献血奉仕活動 

11月18日(木)→11月21日(日) 
    於・兵庫県 三田・北野方面(秋の家族会) 
③ 高師浜ロータリークラブ 

11月18日(木)→同日 18:00～ 
於・羽衣迎賓館｢1000回記念例会｣ 

(2) 事務局よりお知らせ 
10月 27日(水)午後、事務局は休ませてい
ただきます。 

 

 

 

万代恒美 ガバナー補佐より頂いております。 

徳田 稔 先週は親睦委員の方々、ご苦労様で

した。欠席してすみません。 

島田 衛 京都での親睦旅行。家内も喜んでく

れました。 

池田茂雄 秋の親睦旅行、行けなくて申し訳あ

りませんでした。おみやげ有難うご

ざいます。 

山ノ内修一 先日の家族旅行、多数ご参加頂き

有難うございます。 

城岡陽志 今夜、青年会議所シニアクラブの総

会で会長の仕事が終了します。一年

間、大変でした。ロータリー欠席が

ちですみませんでした。 

山野俊一 中島治一郎ガバナー様 万代恒美ガ

バナー補佐様 ようこそおいでいた

だきました。よろしく御指導願いま

す。 

堺北ＲＣ会員一同 ガバナーをお迎えして。 

合計 ４７，０００円 

 

 

 

平成16年10月22日(金) 

「ガバナー公式訪問」 

 クラブ奉仕委員会  

山ノ内修一 委員長 

活動方針 

クラブ奉仕に所属する各委員会と連携を

密にし、会員増強、退会防止につとめ、

充実し活性度のあるクラブ作りを目指す。 
活動計画 

(1) 各委員会との連携を深め、情報収集、
情報交換を強め、会員増強、退会防

止に努力する。 
(2) 会員相互の親睦を深めるとともに、
楽しいクラブ作りを目指す。 

(3) 地区のテーマである「エイズ問題」
への取り組みについて、堺市医療対

策課と協議中で、近いうち、外部卓

話を依頼する予定です。 
 職業分類委員会  

城岡陽志 委員長 

活動方針  

職業分類表と現実の整合性のチェック 

活動計画  

職業分類表の見直し、並行して、新入会

員がいないと仕事の無い委員会なので増

強委員会にも協力して活動します。 

 

 会員選考委員会  

堀畑好秀 委員長 

(1) 現在のところ新入会員推薦候補者なし。 
推薦者あり次第、速やかに調査し理事

ＳＡＡ報告 

幹事報告 

委員会報告 

第２回クラブアッセンブリー
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会に報告する。 
(2) 候補者の資格評価については 
① 人柄･世間の評判はどうか 
② 会社の評判 
③ 奉仕の精神を備えているか 
④ 財務義務が果たせ、例会出席でき

るか 
以上を選考基準とする。 

(3) ガバナー公式訪問 
今年は中島ガバナーに直接クラブ公式

訪問を戴き、ガバナーの御意志が伝わ

り、我々クラブ会員、一人一人にとっ

て大変勉強になりました。特に会員増

強に対するコメントでは、ドイツでの

増強が世界で一番で、減少しているの

が日本だけであり、ドイツではルール

を厳しく守り、一業種１人、メーキャ

ップルールや入会基準等厳しくする事

によりクラブに誇りを持たれていると

言うお話を戴きました。今後のクラブ

のあり方について考えさせられました。 
 会員増強委員会  

島田 衛 委員長 

(1) 8月18日(水) 会員増強委員会 アン
ケートの件 

(2) 8月20日(金) 例会でアンケート用紙
を配る。 

(3) 9 月 6 日(日)  会員増強委員会 ＰＭ
５時「銀屋」にて アンケート回答を

検討 

(4) 9月10日(金)  会員増強月間 フォー
ラム(出席会員にアンケートの報告) 

(5) 9月17日(金) 新入会員候補者にイン
フォメーション用オアシスを写真入で

作成 

(6) 10月13日(水) 幹事からの新入会員候
補者(持回り委員会) 書類･人物適格

と認め了承。理事会に回す班別表及び

パンフレットオアシスをお渡ししまし

た。 

(7) 中島ガバナーからの質問  
班別は地域別ですか？ 

 

ガバナー指導 

全員参加で努力してください。一例として、

「田辺はまゆうＲＣ」のお話を聞かせてい

ただき、 5名増強には10名を目標にした

との事、有難く拝聴。 

 ロータリー情報委員会  

宇瀬治夫 委員長 

活動報告 

(1) 本日、第 1 回のインフォーマルミー
ティングを行います。会員増強委員

会と合同により、ガバナー公式訪問

を終えて、これから、会員増強につ

いて出席者20名により、多いに熱き

思いを語り合いましょう。 

16年10月22日金曜日18時30分～ 

     開口神社宴会場(三上会員のご協力

により) 

(2) 本年度中に、後１回ないし 2 回開催
予定です。 

他の委員会との合同により多くの

意見交換をしたく思っております。 

(3) 国際ロータリー2004 年規定審議会の
結果を熟読して本年度中には定款及

び細則改正を行います。 

 出席委員会  

中田 学 委員長 

中島ガバナーへの質問 

(1) 出席委員会の委員に出席免除会員が
所属してもいいのかどうか。 

(2) 出席率の計算方法に関すること 
毎週の出席率は、出席免除会員を除

いたクラブ会員数で割って算出する

ようにとありますが 当クラブの最

高齢者 別所会員は出席率を高める

為に遠方より毎週出席されています。

出席された会員をあえて除かなくて

もいいのではないのでしょうか。ガ

バナーのご意見をお聞きします。 
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 クラブ会報委員会  

池田茂雄 委員長 

(1) 毎週の例会日に発行する「週報」を、
今年度からすべて「当クラブでの手

作り」で行っております。原稿の収

集から、編集、文章の入力、校正、

印刷のすべてを当クラブの「クラブ

会報委員会」のもとで事務局と共に

行っております。編集等は委員が毎

週輪番制により行っております。Ａ

３判用紙に片面２ページで両面４ペ

ージの印刷を原則としております。

但し、原稿が多い時には、Ａ４判用

紙に両面２ページを加え、計６ペー

ジとして発行しております。 
(2) 出来るだけ見やすい、読んでもらいや
すいものになるよう、編集や配列、そ

れに文字の大きさなどを心掛けており

ます。原稿が不足する場合が多いです

が、この場合にはガバナー事務所ホー

ムページなどから、その時々に応じた

記事を適宜抽出して補充したり、少し

の空スペースができた場合には、ネッ

ト上から「イラスト」などを取り出し

て補充しています。最初のうちは、毎

週支障なく発行できるかどうか心配で

したが、いざ手掛けてみると、スムー

スに出来るようになりました。 

 親睦活動委員会  

山ノ内修一 委員長 

活動方針 

親睦活動を通じて会員相互の親睦と友情

を深め、楽しいクラブ作りに貢献できる

よう努力する。 
活動計画 

(1) ８月 27日(金)には「ビア・パーティ
ー」を、又、１０月１６日(金)には「秋
の日帰り親睦家族旅行」を実施しま

した。 
(2) 今後の予定は、次の通りです。 
・ 忘年家族会 
・ 春の日帰り親睦家族会 
・ 最終例会家族会 

 雑誌広報委員会  

塩田亮三 委員長 

活動方針 

(1) ｢ロータリーの友｣を必ず読むように
会員に勧める。 

(2) 会員に｢友｣への原稿投稿を依頼する。 
(3) ロータリー活動の広報に努力する。 
活動計画 

(1) ｢ロータリーの友｣配布日に毎月委員
が友の記事を紹介する。 

(2) クラブ内各委員会の活動をクラブ外
の人々に知らせるため広報活動をす

る。 

 プログラム委員会  

三上尚嘉 委員長 

各月ごとの「月間テーマ卓話」を各関係委

員長より提出して頂いております。又、会

員の全員卓話という事についても目下順調

に進んでおります。唯、出席率向上に直接

役立っているかどうかについては、まだ何

とも言えません。今後ともよろしくお願い

します。 

 記録文献委員会  

那須泰三 委員長 

活動報告 

(1) プログラムをチェックし、委員会に
計って計画的に写真を撮っています。 

(2) 年間行事や例会での写真を、毎月当
番制にして各委員の負担を軽減して

います。 

(3) デジタルカメラの写真の撮り方や保
存方法を学習しました。 

 ＯＡ化委員会  

武田 正 委員長 

(1) 会報の完全クラブ内制作に協力しまし
た。 

(2) 会報をPDF 形式にて保存します。 
(3) その他の書類もPDF化します。 
(4) 卓話の時間に第３回目のパソコン教室
を開く予定です。 
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会員からデジカメの使い方も含めた教

室をしてほしいとの希望がありました。 
(5) ホームページ作成の準備をします。 
ガバナーからのコメント 
ガバナーはサイバークラブには乗り気

ではないが、正式に公認されたサイバ

ークラブが発足するので、詳細は追っ

てお知らせするとのことでした。 
 職業奉仕委員会  

北田和八 副委員長 

活動方針 

   職業奉仕の方針に従い、クラブが企画、

計画する職業奉仕活動及び職業奉仕に対

して各会員に理解と知識を深めていきた

いと思っています。 

活動計画 

(1) 職業奉仕月間のフォーラムに講師を
招いて理解を深めたい。 

(2) 他の委員会（情報、親睦等）とイン
フォーマルミーティング、工場見学

会等を実施し、会員相互の考え方を

話し合い、理解と親睦を深めたい。 

(3) 身近なロータリーボランティアの実
施に努めたい。 

 社会奉仕委員会  

城岡陽志 副委員長 

活動方針 

   本年度からは、地区より今までのような、

基本方針の発表はなく，各地区で、其の

地区に合ったニーズを引き出して、決め

て下さいとの事でした。決め方は．其の

地区で権威のある方、「市長さん等」と話

せたり出来る人や、クラブの中でも各業

界の№1 の方のお集まりなので其の中で

早急にニーズを探して、取り上げて実行

して下さい、と言う指示でした。又、献

血委員会を作って下さいとの指示を頂き

ました。 

活動計画 

(1) 交通安全週間に堺東駅周辺において、
堺北警察署や他クラブ、それに幼稚

園児の子供達と一緒に、安全運動の

アピール活動をさせて頂きました。 

(2) 堺仁徳御陵において、ガールスカウ

トさんと一緒に清掃を「12 月」に行

ないます。 

(3) 堺チンチン電車を愛する会の会長さ
んが、当クラブにいらっしゃいます

ので、当クラブ全会員が、愛する会

の会員になり、愛する会を盛り上げ、

ロータリークラブのアピールをして

います。 

(4) ロータリー100 年の森の趣旨に賛同
して、出来うる限りの協力をする。 

 新世代委員会  

鷺岡眞人 幹事 

活動方針 

(1) 前年度の活動方針の継続。 
(2) 地区委員会の活動計画に協力する。 
活動計画 

(1) ライラセミナー参加協力。 
(2) 近隣クラブとの意見交換と共同活動
の実施。 

(3) 青少年健全育成のための情報発信・
奉仕活動の推進。 

 国際奉仕委員会  

綿谷伸一 委員長 

(1) 現在行なっている活動にポリオプラス
があります。いつもご協力頂きまして

有難うございます。2000～01 年度より

地区では 1 人 3,000 円の寄付を行なっ

ていますが、当クラブでは別口で、月

に 1 回「ポリオバケツ」を設置、現時

点で当クラブの募金総額が、1985 年か

らの累計で「400 万円」に達しました。

バケツは我がクラブだけのものです。

自信と誇りを持って推進したいと思い

ます。 

(2) 春先かと聞いていますが、GSE(研究グ
ループ交換）が訪問されます。当委員

会では GSE 地区委員の塩田会員と共に

歓迎し、国際レベルの教育及び文化活

動に参加し協力する予定です。 
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 ロータリー財団委員会  

速水喜彦 委員 

活動方針 

   奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務

に携わる人の世界的親交によって、国際

間の理解と親善と平和を推進する。 

   会員各位、愛ある資金調達にもご協力お

願いします。 

活動計画 

(1) W．C．S．世界社会奉仕 
(2) G．S．E．研究グループ交換 
(3) ポリオプラス（ポリオ撲滅宣言目標
2005年） 

(4) C・A・P・地域社会援助（2000 年 4
月～） 

(5) 国際親善奨学生の卓話を11月に予定 
(6) 米山奨学生の卓話（中国より来日） 

    国際奉仕委員会、米山奨学委員会と

の協力により研究会を開催 

 米山奨学委員会  

田中朝彦 委員長 

(1) 10月１日(金)例会 
米山奨学生 鄭錦華さんの卓話 

卓題「私の留学生活」 

(2) 10月9日(土)8組ＩＭ 
   米山委員長会議に小西副委員長と出席 

(3) 10月16日(土)京都下鴨神社参拝 
    昼食「幾松」 

    米山奨学生 鄭錦華様 出席 

      彼女のお姉さん  招待 

    会員家族の皆様との親睦を深めました 

(4) 10月22日(金)ガバナー公式訪問 
    米山奨学生 鄭錦華様 出席 

(5) 10月31日(日)国際交流会(清風南海) 
    米山委員長、副委員長、米山奨学生参

加予定 

 

 

 

 

 ＳＡＡ  

山﨑市郎 ＳＡＡ 

(1) クラブの例会及び各種会合の円滑な進
行に努力する。 

(2) クラブの伝統、品位、威信の保持、高
揚に努力する。 

 ２５周年準備委員会  

田中朝彦 委員長 

   記念事業については、その年度の会長で

ある速水会長エレクトと島田副委員長と

で会合を開き相談しながら準備を進めて

おります。 

 ゴルフ同好会  

山ノ内修一 代表世話人 

活動方針 

(1) ゴルフを通じて、会員相互の親睦を
深める。 

(2) 会員ご家族の参加を歓迎し、ロータ
リーへの理解を深めていただく。 

(3) 入会予定者の参加を歓迎し、ロータ
リーへの理解を深めていただき会員

増強の一助とする。 
活動計画 

(1) 「北輪会」を年４回開催する。 
     時期は、9月、12月、3月、6月の

予定 
(2) 第１回は、９月１日（水）、「グリー
ンヒル和歌山ゴルフ倶楽部」にて開

催しました。 
(3) 第２回は、１１月２７日（土）に「泉
ヶ丘カントリークラブ」にて開催を

予定しております。 
(4) ﾛｰﾀﾘｰ親睦ゴルフ全国大会の案内。 

 写真同好会  

田中朝彦 会員 

(1) 写真の撮影を通じて会員とその家族の
交流を計る。 

(2) ｢あるこう会」とともに撮影会等を実施
したり、親睦家族会でスナップ写真を

撮る。 
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 あるこう会  

城岡陽志 代表世話人 

(1) 毎年、春、秋のハイキングでは、当ク
ラブメンバーや家族を中心に、堺北西

ロータリーのメンバーやその家族、知

人等にも声をかけて楽しくハイキング

を実施しております。 

(2) 来る、11月23日(火曜日・祝日)には、
ＪＲ生瀬駅から武田尾温泉までの約７

㎞を 2 時間半かけてきれいな渓谷ぞい

にハイキングします。 

 

 

 

 臨時理事会  

理事会出席メンバー 

山野、速水、綿谷、山ノ内、鷺岡、山﨑 

徳田、安田 

日時 2004年10月22日(金)例会前 

場所 ホテル第一堺 

議案 １．新入会員の件(第1回目) 

   Ｋ氏           承認 

 

 

 

 一 口 メ モ  

●ＷＣＳ・世界社会奉仕 

世界社会奉仕（ＷＣＳ）というのは、ひと

つの国のひとつのクラブまたは、地区が他

の国のクラブのプロジェクトに人道的な援

助の手を差し延べるロータリープログラム

です。典型的な例としては、そういう援助

が発展途上の地域社会に送られてロータリ

ーのプロジェクトがその地域の生活水準や

生活の質を高める援助になるというケース

です。世界社会奉仕の究極の目的は世界の

人々の間に善意と理解を築き上げることで

す。 

 

 

ガバナー公式訪問風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)万代恒美ガバナー補佐 (右)中島治一郎ガバナー 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 風 景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鷺岡幹事 万代ガバナー補佐 

中島ガバナー 山野会長 

  

 

 

 

 

 

 

その他 

ロータリー情報 


